
計画 検証方法 期待する効果 検証方法

◆事業の完成検査

◆府内産材コーディネーター
           (H28：１０人育成）
 
◆森林経営リーダー
                Ｈ29：１２人育成
            (H29～H31：１２人育成）

 

◆実績の確認 ◆次世代につなげる足掛かりの実現
   ・受講者の森林管理、府内産材の
        流通・需要拡大に関する理解度
        の向上
   ・今後の課題解決に向けた意志確認

◆受講者への聞取りによる意識調査

◆搬出体制の構築
  （搬出活動参加延べ人数）
  (搬出活動中核団体数)
  Ｈ29：100人 2団体
 （H29：100人 2団体
  H30：200人 4団体
  H31：300人 6団体）
 ※未利用材搬出用機材の貸与及び
     木質バイオマス利用事業者とのマ
     ッチング

◆実績の確認 ◆未利用材の継続的・安定的な活用の
    実現
 ・森林所有者をはじめとする関係者の理
    解度の向上
 ・搬出活動参加延べ人数300人搬出
  活動中核団体数6団体の達成

◆森林所有者、活動参加者への聞取りによる意識調査

◆実績の確認

◆幼稚園・保育園など子育て施設の
   内装等木質化を支援
    ・４０（１５０）園
   ・６０（２２５）㎥を活用

◆木育リーダーの登録
          ４０（１５０）人

◆実施した園数

◆使用木材量の確認

◆登録人数・活動実績の確認

◆木育活動の推進
  ・子育て施設を利用する府民の方々の
      木材利用に関する理解度の向上

◆利用者（園児、保護者、施設職員等）へのアンケートの実施

◆木育リーダーへのアンケートの実施

事業効果【H30年・H32年に評価】

◆危険地区の効果検証
 （土石流対策）
  ・事業実施の確認
 （流木対策）
  ・対照地（対策未実施区）との流木発生の比較調査
  ・対照地（強度伐採未実施区）との植生等比較調査
   ・林床被覆率（植生・落葉等が覆う割合）を測定
   ・人工降雨装置を用いた土壌の浸透能（表面流発生の有
    無）を測定
   ・土砂受け箱を用いた表面侵食量（移動した土砂の重量）
    を測定
 
◆減災対策を行った地域住民へのアンケートの実施
  （H29年度末に実施）

◆主要道路沿いの森林の効果検証
   ・事業実施後の危険木（落枝、倒木、倒伏）による
        通行障害の発生の有無
   ・現地追跡調査による通行の安全性を阻害する
    危険木等の発生状況の確認

◆森林経営リーダーに対する間伐実施量及び間伐材搬出量
の確認

◆協定締結した森林所有者数の確認

持続的な森づくり推進事業

 

       基盤づくり

危険渓流の流木対策事業

森林環境整備事業の評価指標

事業名

主要道路沿いにおける倒
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人材育成

未利用木質資源
（林地残材等）活用

事業実績【毎年評価】※数字はH29年度計画
               （）内数字は４年間の合計

◆危険地区の安全の向上
 （土石流対策）
  ・土石流の発生の抑制
 （流木対策）
  ・流木の発生の抑制
  ・林床被覆率の増加
  ・土壌の浸透能の向上
  ・表面侵食の抑制

◆防災意識の向上
  ・対象者の８割

◆府内主要道路の通行の安全化
   ・通行障害の発生の抑制

◆事業の完成検査

◆成果品、実施回数の確認

◆３４箇所、４，８００haの森林における
  森林経営計画の実現
    ・間伐計画量の達成
    ・搬出間伐計画量の達成
    ・長期間の森林経営実施担保の達成

◆事業の完成検査◆基幹作業道の舗装
       6,600（35,200）ｍ

◆集積土場の整備
            19(60) 箇所

◆倒木対策の実施
   ・１３（２０）路線
   ・病害虫等対策 ４３（１５０）ha
              ２４（９０）箇所

◆土石流・流木対策の実施
   ３０危険地区
   ７５０ha
 （土石流対策）
    ・治山ダム    ２４（６０）基
    ・森林整備   ４０（１２０）ha
 （流木対策）
    ・渓流延長   3,000（4,500）ｍ
 
◆減災対策
   ・森林危険情報マップの作成
                       １６（３０）箇所
   ・防災教室       １６（３０）回

資料３


